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平成 16 年 3 月期の業績予想の修正について 

 
 平成 15 年 10 月 29 日の中間決算発表時に公表した平成 16 年 3 月期の業績予想を下記

のとおり修正いたします。 
記 

１．連結通期                           （単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想(A) 96,000 2,800 △1,380 △1,400 
今回予想(B) 102,000 1,800 △2,400 △7,100 
増減額(B)-(A) 6,000 △1,000 △1,020 △5,700 

増減率 6.3% △35.7% － － 
（ご参考）前年同期実績 86,258 459 △4,949 △6,266 

 
２．単独通期                           （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回予想(A) 64,500 2,400 △980 △800 
今回予想(B) 65,200 1,200 △2,100 △7,600 
増減額(B)-(A) 700 △1,200 △1,120 △6,800 
増減率（％） 1.1% △50.0% ― ― 

（ご参考）前年同期実績 62,978 157 △4,137 △5,443 
 
修正の理由 
当期は、フラットパネルディスプレイ市場の活況を背景として、ハイブリッドモジュー

ル部門を中心に売上高は伸長いたしましたものの、中国メーカーが一層力をつけているこ

と等により、フェライト製品をはじめとして多くの製品で厳しい価格競争にさらされまし

た。更に円高の進行による影響もあり、損益面では前回予想に比べ悪化する見込みです。 
また、不採算事業の見直しに係る費用として連結決算で約４７億円、単独で約５７億円

を特別損失に計上しますため、上記のとおり業績予想を修正いたします。 
以  上 

（注意事項） 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確

定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績等は、業況の変化等により、この資料に記載さ

れている予想とは大きく異なる場合がありますことをご承知おきください。 

本リリースは、証券取引法 166 条に定められた「重要事実」に該当する情報を含んでおります。本

リリースをご覧になられた場合は、インサイダー取引規制に関する「第一次情報受領者となり、公開

後１２時間以内（日本時間２００４年１月２０日、午前３時頃まで）に当社株式の売買等を行うこと

は禁止されますのでご注意ください。 


